
社団法人小諸青年会議所 11月例会 

「自然が育てる 子どもの生きる力」  
あそあそ自然学校 代表 谷 口 新 一 

平成１８年１１月１６日 
■あそあそ自然学校のあるところ 

ＪＲ富山駅から約２０ｋｍ、標高３００ｍ、３軒 

携帯通じない、水道ない、新聞朝刊は郵便で午後配達 

 

■きっかけ 

富山ＹＭＣＡ、息子遊び相手、過疎活性化と宮本校長、県 

 

■活動紹介（写真、竹笛） 

農生活空間を遊びと学びの場とする家族型自然環境教育。 

プログラム、参加費、参加人数、どんな人？ 

参加した子どもたち（  、 、 ） 

 

■あそあその特徴 

共育 

マイノリティ 

遊びの力…①集中力、②体力、③発想力・展開力、④社会性 

３間（時間、空間、仲間）の保障…禁止（上下関係）をしない 

怒らない、叱らない→泣いたり不愉快になったり→自分たちで考える気づく 

 

■子どもたちの現状と置かれている環境は？ 

・自殺や少年犯罪が増えているわけではないが、不登校は増えている。 

不登校の３大直接原因…友人関係、学業不振、教師との関係 

いじめの対処…人権教育が最も大切。子どもの権利条例 

・自分が好きではない（中学２年）…５０％超 

・死んでも生き返る（小、中、高）…21.9％ 

・文部科学省の資料（２４、２７、３４，３５） 

 

■あそあそ自然学校のミッション 

 

自発性・主体性 ＞ 従順・いいなり（管理） 

個（１人ひとり） ＞ 組織 

 

■まとめ 

♪多様な経験→子どもの生きる力 

子どもたちの多様な経験の場づくりを！ 

 

以 上 

谷口新一（たにぐちしんいち） 

昭和４０年２月２６日生まれ、４１歳、血液型 AB 型 

メール：tani@asoaso.jp 

 


